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そうじゃ  議会だより
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「議案第４４号　工事請負契約締結の変更について」
に対する附帯決議

本委員会において、「議案第４４号　工事請負契約締結の変更について」
を可決すべきものと決したが、工事の進捗状況等、諸般の状況を考えると
追認せざるを得ないと判断したための苦渋の選択の結果である。これは、
工事金額が変更になることが明らかになっているのにも関わらず、議会に
議案を提出することなく工事を進めた当局に重大な責任がある。議会の議
決権を侵害したことは、まことに遺憾と言わざるを得ない。

工事内容の変更についても、ボーリング調査の位置が橋脚の設置位置か
らずれていたにも関わらず、その結果に基づいて設計していたため、土質
の相違が発生し増額となったこと、敷鉄板、樹木の伐採及び処理、掘削土
の敷きならしなど、度重なる変更の指示をするなど、当初設計、現場管理、
設計変更など工事全般に渡って事務執行上に問題があると思われる。

公共工事の費用は、税金で賄われていることを認識し、最小の経費で最
大の効果を上げる努力をするよう求める。

このような事態を招いた当局に対して、本委員会における審査の経過を
真摯に受け止め、今後、再びこのようなことが起こらないよう、合わせて、
公共工事の事務執行が適正に行われるよう、以下の点に留意し、適切な措
置を講じることを強く求めるものである。

記

１　議会の議決が必要な工事請負契約については、変更が生じることが明
らかになった時点で、速やかに、変更についての議決を得た後に執行す
ること。

２　事前調査、設計図書の作成や工期の設定にあたっては、中身を十分に
精査して入札に付し、工事内容の安易な変更はしないよう努めること。
そして、設計変更する場合においては、その変更の原因及び負担は誰が
すべきかを適切に判断して行うこと。

３　今回の問題は、建設部のみの問題ではなく、当局の事務執行体制の連
携不足も否めない。工事の事務執行体制及び工事関係規定等を点検して、
再発防止に努めること。

　以上附帯決議する。

平成２４年５月１０日
 建設消防委員会　　
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問

保
育
所
等
が
幼
年
消
防
ク
ラ

ブ
と
し
て
鼓
笛
隊
を
結
成
し
て
活

動
を
し
て
い
る
が
、
活
躍
の
場
は

あ
る
の
か
。

答

保
育
所
の
運
動
会
は
も
ち
ろ

ん
だ
が
、
消
防
主
催
の
行
事
で
あ

る
消
火
技
術
訓
練
大
会
な
ど
で
も

活
動
を
し
、
火
災
予
防
を
呼
び
か

け
て
い
る
。

状
況
を
考
え
、
苦
渋
の
選
択
で
可

決
す
べ
き
も
の
と
決
定
し
た
。

　

今
後
、
市
当
局
に
公
共
工
事
を

適
正
に
執
行
し
て
も
ら
う
た
め
に
、

建
設
消
防
委
員
会
の
総
意
と
し
て

附
帯
決
議
を
付
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。（
右
の
決
議
文
の
と
お
り
）

６
月
定
例
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

議
案
２
件
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
原

案
ど
お
り
可
決
す
べ
き
と
決
定
し

ま
し
た
。
主
な
も
の
は
、
次
の
と

お
り
で
す
。

◎
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更
に

◎
工
事
請
負
契
約
締
結
の
変
更
に

つ
い
て

つ
い
て

　

平
成
23
年
９
月
21
日
に
議
決
し

た
「
清
音
神
在
本
線
改
良（
下
部

工
）そ
の
２
工
事
」
の
請
負
契
約

の
内
容
が
変
更
し
、
工
事
費
の
増

額
が
生
じ
た
た
め
、
議
会
の
議
決

を
得
よ
う
と
す
る
も
の
。

問

変
更
部
分
の
工
事
は
現
時
点

（
平
成
24
年
５
月
10
日
）
で
ど
の

程
度
完
了
し
て
い
る
の
か
。

答
９
割
以
上
の
工
事
を
終
了
し

て
い
る
。

問

議
会
の
議
決
が
必
要
で
あ
る

こ
と
の
認
識
は
あ
っ
た
の
か
。

答

工
事
の
進
捗
に
気
を
と
ら
れ
、

議
会
へ
の
報
告
が
遅
れ
た
。
申
し

訳
な
い
。

問

変
更
さ
れ
た
工
事
内
容
は
適

正
で
あ
っ
た
の
か
。

答

適
正
で
あ
る
。

　

審
査
の
過
程
に
お
い
て
議
会
の

議
決
権
の
侵
害
が
あ
る
こ
と
や
公

共
工
事
の
執
行
に
も
問
題
が
あ
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
が
、
す

で
に
変
更
部
分
の
工
事
が
ほ
ぼ
完

了
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
諸
般
の

民
協
働
に
よ
る
「
食
育
・
地
産
地

消
」
の
ま
ち
づ
く
り
を
さ
ら
に
進

め
て
い
き
た
い
と
の
こ
と
で
あ
っ

た
。

　

取
組
の
主
な
も
の
と
し
て
は
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
食
育
・
地
産
地

消
活
動
の
様
々
な
情
報
を
積
極
的

に
発
信
し
て
い
る
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
ア
ク
セ
ス
数
は
月
に
１
万
５

千
件
を
超
え
る
と
の
こ
と
で
あ
り
、

関
心
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　

ま
た
、「
食
農
講
演
会
」「
生
産

者
と
の
交
流
給
食
会
」「
親
子
生

産
物
収
穫
体
験
ツ
ア
ー
」「
１
日

お
に
ぎ
り
カ
フ
ェ
」
な
ど
数
多
く

の
イ
ベ
ン
ト
を
行
っ
て
お
り
、
市

民
へ
の
啓
発
を
行
っ
て
い
る
。

　

他
に
も
、
農
家
だ
け
で
株
式
会

社
の
直
売
所
「
神
子
の
里
」
を
設

立
。「
質
の
良
い
野
菜
を
自
ら
が

付
け
た
値
段
で
販
売
し
、
初
年
度

か
ら
多
く
の
利
益
を
生
ん
で
い

る
」
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

人
工
衛
星
に
よ
る
水
稲
解
析
を
市

が
低
コ
ス
ト
で
行
っ
た
り
、
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
、
農
家
カ
フ
ェ
、

無
農
薬
・
無
肥
料
の
木
村
式
農
業

を
実
践
し
た
り
す
る
な
ど
、
様
々

な
取
組
を
行
っ
て
い
る
。

《
石
川
県
白は

く

山さ
ん

市
》

　

白
山
市
で
は
、「
白
山
の
恵
み

を
地
域
で
育
み
・
つ
な
ぎ
・
美
味

し
く
い
た
だ
く
」
を
テ
ー
マ
と
し
、

平
成
21
年
度
か
ら
地
産
地
消
に
取

り
組
ん
で
い
る
。

　

身
近
な
地
域
で
と
れ
る
旬
の
も

の
を
旬
の
時
期
に
食
べ
る
こ
と
は

健
康
に
良
い
こ
と
で
あ
り
、
地
産

地
消
が
進
め
ば
「
健
康
に
良
い
だ

け
で
な
く
、
地
域
の
農
林
水
産
業

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
」
と
、
食

と
農
を
う
ま
く
融
合
さ
せ
て
い
る
。

　

今
後
も
積
極
的
に
情
報
の
発
信

を
行
い
、
協
力
者
を
増
や
し
、
市

離
し
た
も
の
で
あ
り
、
建
物
の
北

側
部
分
に
つ
い
て
は
全
面
を
剥
が

す
処
理
を
行
っ
た
。
残
り
の
部
分

に
つ
い
て
も
、
今
後
状
況
を
し
っ

か
り
と
把
握
し
て
、
見
直
し
を
し

て
い
き
た
い
。

◎
行
政
視
察
報
告

◎
行
政
視
察
報
告

　

産
業
水
道
委
員
会
は
、
５
月
14

日
か
ら
２
日
間
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
及
び
地
産
地
消
を
テ
ー
マ

に
行
政
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

《
石
川
県
羽は

咋く
い

市
》

　

限
界
集
落
で
あ
る
神み

子こ

原は
ら

地
区

で
は
、
ロ
ー
マ
法
王
な
ど
影
響
力

の
あ
る
人
に
米
を
献
上
す
る
な
ど

独
自
の
Ｐ
Ｒ
戦
略
に
よ
り
、
神
子

原
米
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
成
功
さ
せ
、

農
家
自
ら
が
付
け
た
値
段
で
米
を

販
売
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、
農

業
所
得
の
大
幅
な
向
上
、
Ｕ
タ
ー

ン
現
象
、
若
者
の
移
住
等
の
効

果
が
現
れ
て
お
り
、
農
家
か
ら

は
「
農
業
を
続
け
て
い
て
良
か
っ

た
」
と
の
声
が
聞
か
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
。
今
で
は
、
神
子
原
地
区

は
「
賑に

ぎ

や
か
な
過
疎
集
落
」
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。

建
設
消
防
委
員
会

５
月
臨
時
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

承
認
１
件
、
議
案
１
件
で
あ
り
、

承
認
案
件
に
つ
い
て
承
認
し
、
議

案
に
つ
い
て
は
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
た
後
、
附
帯
決
議
を
付
し

ま
し
た
。

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

◎
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ

と
に
つ
い
て

と
に
つ
い
て

問

災
害
復
旧
債
の
主
な
減
額
理

由
は
何
か
。

答

起
債
の
対
象
外
と
な
っ
た
た

め
で
あ
る
。

産
業
水
道
委
員
会

　

当
委
員
会
で
審
査
し
た
案
件
は
、

議
案
１
件
で
あ
り
、
原
案
ど
お
り

可
決
す
べ
き
と
決
定
し
ま
し
た
。
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問

観
光
客
が
増
加
し
た
こ
と
に

よ
り
軽
部
神
社
に
簡
易
ト
イ
レ
を

設
置
す
る
委
託
料
が
計
上
さ
れ
て

い
る
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
を
設

置
す
る
予
定
か
。

答

簡
易
の
ポ
ン
プ
式
水
洗
で
、

足
で
踏
ん
で
タ
ン
ク
の
水
を
流
す

型
式
を
考
え
て
い
る
。
地
盤
が
軟

弱
で
あ
る
た
め
、
基
礎
を
き
ち
ん

と
固
め
て
設
置
を
す
る
予
定
で
あ

る
。

問

総
社
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

で
発
生
し
た
事
故
の
損
害
賠
償
保

険
金
が
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

の
事
故
は
、
建
物
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
が
剥は

く

離
し
た
こ
と
に
よ
る
も
の

で
あ
る
。
建
物
の
今
後
の
見
直
し

は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

答

こ
の
事
故
は
、
建
物
の
北
側

部
分
の
軒
先
コ
ン
ク
リ
ー
ト
が
剥

委
員
会
活
動
報
告

委
員
会
活
動
報
告

工事中の新架橋

農家だけで設立した直売所「神子の里」


